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町
民
作
品
展
に
ぎ
わ
う

行
政
功
労
者
な
ど
表
彰

さわやか
÷＿二・文化の日

ヽ1．
∨わざこの

十
一
月
三
日
文
化
の
日
。
さ
わ
や
か

な
秋
の
こ
の
日
、
町
で
は
、
町
行
政
功

労
者
、
教
育
功
労
者
、
善
行
者
な
ど
を

町
民
会
館
に
お
招
き
し
て
表
彰
式
を
行

な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
を
中
心
に
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
作
品
が
集
め
ら
れ
た
生
花

展
、
書
道
展
、
工
作
展
な
ど
も
開
催
さ

れ
、
各
展
示
会
場
は
同
好
の
人
々
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

町

　

表

　

彰

町
の
公
益
及
び
振
興

発
展
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
者

み
ず
ほ
団
地
功
労
者

君
田
喬
、
豊
沢
政
種
、
入
江
岩
男
、

豊
沢
徳
男
（
以
上
下
二
）
、
森
安
正

不
動
建
設
株
式
会
社
水
巻
倉

庫
誘
致
功
労
者

入
江
種
美
（
下
二
）

優
艮
企
業
の
誘
致
に
多
大
の
尽
力

を
さ
れ
、
町
発
展
の
た
め
に
つ
く
さ

れた。孝
子
、
節
婦
そ
の
他

善
行
者
で
町
民
の
儀

表
と
な
る
者

孝
　
子

大
谷
久
美
（
二
町
住
）

昭
和
三
十
五
年
に
父
死
亡
以
来
、

小
学
校
六
年
の
と
き
か
ら
弟
の
め
ん

ど
う
を
よ
く
み
、
母
の
手
助
け
を

し
、
現
在
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら

商
校
に
通
っ
て
い
る
姿
は
地
域
の
人

々
の
感
歎
の
的
に
な
っ
て
い
る
。

展
　
義
、
仲
原
敏
夫
、
大
野
正
登
（
以
上

道
顆
餉
銅
板
欄
摘
㌔

書
　
二
三
・
人
江
次
夫
・
入
江
孝
・
津
田

一
敏
（
以
上
立
屋
敷
）

新
ら
し
い
町
発
展
の
た
め
の
、
町

頃日車中

九
人
の
家
族
の
中
で
、
小
学
校
六

年
の
と
き
か
ら
家
業
の
野
菜
屋
の
手

助
け
を
し
、
弟
妹
の
め
ん
ど
う
を
よ

く
み
て
い
る
姿
は
他
の
模
範
と
な
り

ま
す
。

替
行
者

吉
富
陽
　
（
頃
末
）

人
命
救
助

富
田
浪
子
（
吉
田
三
）
　
高
橋
ミ
ヤ

ノ
（
吉
田
三
）
　
吉
田
三
車
返
し
酉

の
五
隣
組
　
上
原
髄
三
郎
（
吉
田
三
）

谷
口
康
彦
（
吉
田
三
）
　
黒
瀬
ま
ち

卓
（
頃
末
）
　
小
林
友
彦
（
伊
佐
座
）

吉
田
道
保
（
下
二
）
　
永
沼
艮
（
伊

佐
座
）
　
吹
田
英
二
（
二
町
住
）

吹
田
事
情
（
伊
佐
座
）
　
遠
藤
勝
（

二
町
住
）
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H
H
H
H
H
H
H
H
H
V
－
ハ
H
H
V
t
ハ
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
Y
．
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H

「
た
の
し
い
学
校
給
食
」
が

文
部
大
臣
表
彰

頃
末
小
学
校
の
学
校
給
食
が
、
そ
の

重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
み
ず
す
ぐ
れ
た
指
導
と
運
営
を
刃
還
ら
れ
て

昭
和
四
十
二
年
度
学
校
給
食
優
良
校
と

し
て
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ほ
団
地
」
建
設
に
深
い
理
解
を
示
さ

れ
、
多
大
の
尽
力
を
さ
れ
た
。

サ
ー
ビ
　
ス
向
上
に

新
ら
し
く
住
民
基
本
台
帳
法

十
一
月
十
日
か
ら
今
ま
で
の
住
民
登

録
法
に
変
っ
て
「
住
民
基
本
台
帳
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、
住

民
に
関
す
る
事
務
処
理
の
基
礎
と
な
る

も
の
で
、
住
民
の
住
所
変
更
な
ど
の
届

出
な
ど
市
町
村
行
政
の
合
理
化
、
簡
素

化
を
計
り
、
窓
口
事
務
の
一
本
化
な
ど

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

水
巻
町
の
場
合
は
、
三
十
八
年
に
行

な
っ
た
事
務
改
善
で
す
で
に
窓
口
に
は

一
本
化
さ
れ
て
お
り
。
町
民
の
み
な
さ

ん
の
役
場
で
の
渚
手
続
き
に
、
特
別
な

か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
み
な
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ
な

用
事
で
役
場
に
こ
ら
れ
る
と
き
は
、
ぜ

ひ
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
か
な
ら
ず
世
帯
番
号
を
1

役
場
の
税
、
戸
籍
、
配
給
な
ど
、

住
民
の
み
な
さ
ん
に
関
係
の
あ
る
書

類
は
、
す
べ
て
世
帯
番
号
で
分
類
、

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
役
場
に
こ
ら

れ
る
と
き
は
、
ぜ
ひ
世
帯
番
号
を
メ

モ
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。
用
事
が
早

く
す
み
ま
す
。

◎
転
出
の
場
合
に
必
要
な
も

の①米
穀
通
帳
、
⑧
印
鑑
、
、
⑨
転
出
先

の
住
所
、
①
転
出
予
定
年
月
日
、
⑧

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
鉦
書
、

③
原
動
機
付
自
転
車
の
標
識
番
号

（
⑧
⑧
に
つ
い
て
は
該
当
者
の
み
）

◎
転
入
の
場
合

①
転
出
（
異
動
）
証
明
書
、
⑪
選
挙

人
名
籍
（
未
）
登
録
証
明
書
、
⑧
印

準
①
国
民
年
金
証
書
、
㊥
転
入
地

の
地
番
と
世
帯
番
号
（
番
地
は
地

主
、
家
主
に
た
ず
ね
る
）
、
（
④
に

つ
い
て
は
該
当
者
の
み
持
参
）

◎
転
居
の
場
合

①
米
穀
通
帳
、
⑧
印
鑑
、
⑧
国
民
健

康
保
険
・
国
民
年
金
証
書
、
㊤
転
居

先
の
地
番
と
世
帯
番
号
（
⑨
に
つ
い

て
は
該
当
者
の
み
持
参
）

◎
戸
簿
、
住
民
某
、
印
鑑
登

録
申
請
な
ど
の
場
合

①
戸
籍
の
謄
抄
本
、
住
民
票
等
の
申

請
は
だ
れ
で
も
で
き
ま
す
。
（
戸
籍

謄
抄
本
本
締
求
の
l
場
合
は
、
本
籍
の

番
地
、
筆
頭
者
名
を
必
ず
覚
え
て
き

て
く
だ
さ
い
）
。

⑧
印
鑑
登
録
申
請
は
、
本
人
以
外
の

場
合
は
委
任
状
と
本
人
の
出
頭
不
能

理
由
書
（
証
明
書
）
が
必
要
で
す
。

⑨
諸
証
明
事
の
申
請
は
、
個
人
財
産

の
秘
密
に
関
す
る
も
の
（
納
税
証
明

書
、
評
価
証
明
書
、
資
産
旺
明
書
な

ど
）
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

◎
戸
蒲
に
関
す
る
届
出
（
出

生
、
婚
姻
、
離
婚
、
死
亡

等
）
の
場
合

①
戸
籍
に
関
す
る
届
出
書
、
⑧
印
鑑

⑨
米
穀
通
帳
、
④
国
民
健
康
保
険
・

国
民
年
金
証
書
（
④
に
つ
い
て
は
該

当
者
の
み
）
◎
そ
の
他
の
用
件
に
関

し
て
は
窓
口
で
お
た
ず
ね
し
て
く
だ

さ
い
。

頃
末
小
学
校
は

昭
和
二
十
四
年
に

副
食
だ
け
の
給
食

を
始
め
、
三
十
三

年
か
ら
完
全
給
食

を
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
三
十
八
年

に
は
県
下
で
も

一
、
二
を
争
う
ほ

永
年
勤
続
者

町
縞
会
儀
員

小
柳
寅
年
（
高
松
区
）
　
田
中
長
生

（
梅
の
木
区
）
　
福
田
利
正
（
青
田

区
）

町
職
員

岡
部
鶴
翁
　
増
田
弘
幸
　
白
石
哲
鎗

小
池
冨
美
恵
　
入
沢
千
恵
子

消
防
団
員

大
脇
真
一
郎
（
一
分
田
）
　
小
田
哲

男
（
三
分
団
）

教
育
委
員
会
表
彰

永
年
勤
続
者

（
学
校
教
育
で
本
町
に
十
五
年
以
上

勤
務
し
た
も
の
）

西
坂
通
雄
（
水
準
甲
）
、
中
尾
光
雄

iです。
柴
田
開
埴
禾
小
学
校
長
の
話

本
校
で
は
、
特
に
な
ど
や
か
な
ふ
ん

い
き
で
、
教
師
と
児
童
が
楽
し
く
一

緒
に
給
食
し
、
よ
り
よ
い
人
間
関
係

を
作
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
給
食
を
通
じ
先
生
と
児

童
、
児
童
相
互
間
の
理
解
と
親
和
、

連
帯
感
を
強
め
、
児
童
の
自
発
、
協

同
、
責
任
、
清
潔
な
ど
の
教
育
徳
性

が
育
成
さ
れ
る
よ
う
研
究
、
運
営
を

し
て
い
る
こ
と
が
今
回
の
表
彰
と
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

申
）
、
秋
元
典
子
（
水
巻
南
中
）
、

黒
原
和
子
（
下
二
小
）
、
池
田
貞
子

（
下
二
小
）
、
田
中
智
枝
子
（
頃
末

小
）
、
西
岡
千
里
（
机
小
）
、
永
谷

容
子
（
机
小
）
、
原
田
隆
子
（
猪
熊

小
）
、
渡
辺
カ
ズ
エ
（
猪
熊
小
）
、

伊
藤
ケ
イ
子
（
猪
熊
小
）

社
会
教
育
に
多
年
従
事

し
功
績
の
あ
っ
た
者

入
江
為
雄
（
富
田
三
）

学
校
教
育
に
多
額
の
寄

附
行
為
が
あ
っ
た
者

美
浦
晴
比
古
（
古
賀
）
　
桂
郁
夫
（

頃
宋
）

い
ど
の
給
食
室
の
完

し
成
な
ど
で
施
設
・

の
設
備
も
充
実
し
て

た
い
ま
す
。
し
か

し
、
表
彰
の
対
象

と
な
っ
た
の
は
単

に
実
膜
面
の
給
食

だ
け
で
は
な
く
、
給
食
を
人
間
教
育
の

一
環
と
し
て
と
ら
え
、
給
食
行
革
、
児

童
給
食
部
活
動
を
指
導
、
研
究
し
て
い

る
こ
と
が
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

頃
末
小
の
給
食
研
究
は
、
三
十
九
年

度
に
「
情
操
の
純
化
に
培
う
学
校
行
革

と
特
別
教
育
活
動
」
と
題
す
る
研
究
を

県
下
に
発
表
、
四
十
一
年
度
は
学
校
研

究
を
「
給
食
指
導
の
実
腹
」
に
お
き
、

全
職
員
が
正
し
い
学
校
給
食
指
導
の
あ

り
方
を
探
究
し
て
お
り
、
こ
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
が
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の

役
所
へ
の
不
満
を
…
…

行
政
相
談
で

役
所
へ
の
苦
情
、
不
満
を
聞
き
、
あ

っ
せ
ん
解
決
す
る
「
巡
回
行
政
相
談
」

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

相
談
に
は
、
九
州
行
政
監
査
局
が
あ

た
り
、
個
人
の
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ

ます。開
設
日
　
十
一
月
十
七
日

時
　
間
　
十
時
～
十
五
時

場
　
所
　
役
場
別
館

こ
れ
ま
で
も
相
談
を
申
し
出
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
恩
給
、
生
活
保
護
、
社
会

保
険
、
労
災
、
衛
生
、
登
記
な
ど
の
苦

情
で
解
決
さ
れ
た
も
の
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
役
所
に
対
す
る
あ
な
た
の
不
満
の
解

決
に
、
十
一
月
十
七
日
の
「
巡
回
行
政

相
談
」
き
利
用
く
だ
さ
い
。

県
住
入
居
者
募
集

県
で
は
県
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

申
込
場
所
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一
、
申
込
用
紙
の
交
付

福
岡
県
建
築
部
建
築
管
理
課
ま
た
は

各
土
木
事
務
所
建
築
課

二
、
受
付
の
期
間

十
一
月
二
十
日
ま
で

三
、
建
投
場
所

中
間
市
松
ケ
岡
　
他

旧
防
空
法
に
よ
る

防
空
監
視
隊
員
の
調
査

現
在
、
厚
生
省
に
お
い
て
旧
防
空
法

に
よ
る
防
空
従
事
者
の
う
ち
、
防
空
監

視
隊
員
及
び
特
殊
技
能
者
の
実
態
調
査

を
し
て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、

役
場
厚
生
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

芦
屋
基
地
航
空
シ
ョ
ー

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
は
、
開
庁

七
周
年
記
念
シ
ョ
ー
を
つ
ぎ
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

日
　
時
十
一
月
十
九
日
　
九
時
か
ら

十
四
時
ま
で

場
所
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
内

行
　
事
○
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
よ
る
曲
技

飛
行

○
陸
・
海
・
．
空
航
空
機
の
地
上
展
示

○
各
種
飛
行
に
よ
る
空
中
飛
行

そ
の
他



（2）第239号巻水報昭和42年11月10日　　　　　　　　　広

補正予算など九議案を可決

題

第
五
回
議
会
定
例
会
は
九
月
三
十
一
日
招
集
さ
れ
昭
和
四
十
二
年
度
一
般
会
計
・

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
・
上
水
道
軍
事
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案
、
教
育
委
員
の

選
任
同
意
、
町
道
の
認
定
な
ど
九
議
案
を
審
議
、
町
道
認
定
の
一
部
を
修
正
、
他
は

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

頃
末
小
改
築
費
や
鉱
害
復
旧
費

四
十
二
、
年
度
予
算
の
補
正

昭
和
四
十
二
年
度
補
正
予
算
案
は
提

案
理
由
と
し
て

①
頃
末
小
学
校
防
音
工
事
費
、
壇
添

町
住
鉱
害
復
旧
工
事
費
が
国
の
査
定
を

終
っ
て
最
終
決
定
を
み
、
こ
の
額
が
、
一

当
初
予
算
と
差
額
を
生
じ
た
た
め
、
こ

れ
を
補
正
す
る
こ
と

⑧
議
会
各
委
且
会
か
ら
要
望
さ
れ
た

も
の
の
予
算
措
置
を
す
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
、
補
正
財
源
は
、
税
収
、
国
庫
補

助
金
等
、
当
初
予
算
編
成
後
の
事
情
変

更
に
よ
る
増
減
に
よ
る
と
説
明
が
あ

り
、
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
．

こ
の
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
委
員

会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
こ
と
は
別
記
の

と
お
り
で
す
が
、
本
会
議
で
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
意
見
が
の
ぺ
ら
れ
た
あ
と
、

採
決
の
結
果
、
左
表
の
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

①
都
市
振
興
計
画
協
議
会
は
設
置
す

る
必
要
が
な
い
と
思
う
。
し
た
が
っ
て

補
助
金
は
必
要
な
い
。

⑧
都
市
振
興
計
画
協
議
会
に
つ
い
て

は
、
運
営
を
誤
り
な
く
や
れ
ば
問
題
な

い
と
思
う
。

⑨
折
尾
高
校
建
設
費
補
助
金
は
遵
法

で
あ
り
、
出
す
必
要
は
な
い
。

④
議
員
退
職
記
念
品
代
が
予
算
持
直

さ
れ
る
の
は
反
対
。

委
員
会
の
審
議

補
正
予
算
案
審
議
に
あ
た
っ
て
、
各

委
員
会
で
は
、
主
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ

と
が
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

水
巻
町
都
市
計
画
振
興
協

譲
会
補
助
金
十
五
万
円
に

つ
い
て

総
務
委

貸
間
こ
の
協
議
会
の
性
格
、
任
務
、

議
会
の
委
員
会
と
の
関
連
性
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

苦
こ
の
協
議
会
を
つ
く
っ
た
の
は
、

町
も
現
在
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
際
に
町
民
の
代
表
の
方
に
意
見

を
だ
し
て
い
た
だ
き
、
長
期
計
画
構

想
を
立
て
、
議
会
に
は
か
り
た
く
考

え
た
も
の
で
す
。
ま
た
必
要
あ
る
場

合
は
、
こ
の
計
画
推
進
に
あ
た
っ
て

側
面
か
ら
強
力
に
支
援
を
願
う
た
め

に
町
長
が
お
願
い
し
た
も
の
で
、
農

民
、
労
組
、
一
般
学
識
経
験
者
、
日

炭
代
表
な
ど
を
も
っ
て
組
織
し
た
い

計
画
で
あ
り
、
ま
た
、
中
央
に
対
す

る
折
衝
団
体
に
も
な
っ
て
い
た
だ
く

性
質
の
協
議
会
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、

①
議
会
に
も
「
産
炭
地
振
興
特
別
琴

貞
会
」
　
「
都
市
合
併
研
究
特
別
委
員

会
」
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な

協
議
会
を
つ
く
る
必
要
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。
③
こ
の
よ
う
な
予
算
措
置
を
必
要
と

す
る
団
体
を
つ
く
る
場
合
は
、
事
前
に

耗
会
に
は
か
っ
て
も
ら
い
た
い
。

⑨
ま
だ
発
会
式
が
す
ん
だ
ば
か
り
の

段
階
で
、
補
助
金
を
支
出
す
る
の
は
時

期
が
早
く
は
な
い
か
、
な
ど
の
意
見
が

出
ま
し
た
。

町
営
住
宅
鉱
害
復
旧
工
事

に
伴
な
う
移
転
補
償
費
に

つ
い
て
　
　
　
　
民
文
書

質
問
　
移
転
補
償
額
が
四
十
一
年
度

は
二
千
円
、
四
十
二
年
度
は
三
千
円

と
差
が
あ
る
が
、
工
事
は
臨
時
鉱
害

梶
旧
法
で
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ

り
、
公
共
的
な
建
物
で
も
当
然
補
償

は
あ
る
べ
き
で
、
法
も
昨
年
と
変
っ

て
お
ら
ず
不
公
平
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ヽ

Ｈ

 

Ｏ

カ

筈
臨
鉱
法
で
は
、
公
共
物
に
対
す
る

補
償
は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

町
営
住
宅
の
鉱
害
復
旧
は
本
町
が
始

め
て
の
ケ
ー
ス
で
、
こ
れ
を
一
般
家

庭
と
同
様
に
と
り
扱
う
か
ど
う
か
、

解
決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨

年
と
本
年
と
差
が
あ
る
の
は
、
予
算

上
や
む
を
得
な
か
っ
た
も
の
で
、
本

年
か
ら
は
、
公
営
住
宅
に
つ
い
て
も

一
般
家
庭
と
同
様
に
と
り
扱
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
復
旧
費
の
中

に
移
転
補
償
費
を
見
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

折
尾
高
校
建
設
負
担
金
に

つ
い
て
　
　
　
　
民
文
委

質
問
　
折
尾
高
校
建
設
負
担
金
と
し

て
三
十
九
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
町
の
教
育
施
計
も
十
分
で
な

い
ｌ
現
在
、
県
立
高
校
に
負
担
金
を
だ

す
の
は
反
対
で
す
が
。

筈
県
も
、
地
元
に
負
担
さ
す
こ
と
は

反
対
し
て
い
る
が
、
地
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

教
育
に
熱
心
で
、
基
準
施
設
以
上
の

こ
と
を
望
ま
れ
る
の
で
困
る
面
も
あ

る
、
と
い
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

※
こ
の
件
は
民
文
蚕
の
所
管
で
は
な

い
た
め
、
町
長
の
説
明
を
聞
く
程
度
で

打
切
ら
れ
ま
し
た
。

排
水
側
溝
補
修
費
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
土
緯
委

質
問
　
排
水
側
構
補
修
工
事
で
汚
物

を
道
路
上
に
上
げ
、
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
執
行

部
は
工
事
の
態
督
が
不
十
分
な
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

筈
今
後
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
ま
す
。

防
塵
液
撒
布
費
に
つ
い
て

土
経
委

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
試
験
の
結
果

が
非
常
に
よ
い
の
で
、
予
算
の
許
す
範

囲
で
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

水
道
会
計
に
つ
い
て土
軽
重

質
問
　
水
道
の
検
針
員
は
恒
久
的
な

も
の
で
あ
る
か
ら
臨
時
職
員
で
は
な

く
、
正
規
の
職
員
を
採
用
し
て
は
。

筈
財
政
上
の
問
題
、
仕
草
の
性
質
上
、

現
状
の
ま
ま
で
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
議
会
で
会
期
中
、
各
委
員
会
で

審
議
さ
れ
た
こ
と
の
う
ち
、
主
な
も
の

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
臣

1
梅
の
木
、
古
賀
区
公
民
館
に
つ
い
て

（
両
区
よ
り
の
陳
情
に
よ
る
も
の
）

2
頃
末
小
学
校
の
防
音
工
事
に
つ
い
て

3
生
活
保
護
基
準
の
級
地
引
き
上
げ
に

「
‥

4
猪
熊
地
区
の
防
音
対
策
に
関
す
る
陳

情
に
つ
い
て

5
小
中
学
校
教
員
の
宿
日
直
の
廃
止
に

関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

6
両
中
学
校
及
び
町
営
住
宅
の
鉱
害
復

旧
工
事
に
つ
い
て

い
て

3
頃
未
地
区
市
営
バ
ス
停
問
題
に
つ
い

て
4
交
通
借
号
機
、
道
路
標
識
に
つ
い
て

下
二
町
住
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る

学
尭
横
断
の
た
め
の
道
路
模
誠
な
ど

5
消
防
相
互
応
接
協
定
に
つ
い
て

6
猪
熊
地
区
の
バ
ス
遅
行
に
つ
い
て

新
教
育
委
員
に
船
津
　
深
氏

障
害
百
万
円
が
百
五
十
万
円
に
　
寮
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
が
、
少
数
意

昭和42年度　　一般会計補正予算集計表

歳　　入　　　　　　　　　　　　　　　歳　　出　　　　　（単位千円）

一 」雲　 分 補正街 補正後予算敬

鴻　　 会　　 費 150 22 ，200
‾紺 ‾ 頂 「 「 訂 ‾‘1 703 92 ，485

民　　 生　　 費 、 86 29 ，539
‾旛－ 壷‾「 釘 33 ，6＿09

労　　 働　　 費 468 35 ，264

顔 林 水 産 一業費 ｉ41 』 ，786
商　 工　 費－ 5 ，907
‾ま　 ‾　木　 密‾ ＿旦 218 39 ，866
1 再　 防　 費 3 14 ，053

頂「 ‾膏 ‾－ 費‾△ 26，696 144 ，504

災 害 復 旧 費 △ 1，269 48，746

‾石　 窟 ‾‾ 賓 ‾△ 1，379 16 ，144
諸　 支　 出　 蔚 100
予　 備　 蜜‾ 600

歳　 出　 合　 計 △ 24，575 4 92，803

区　　 分 補正額 補正後予算紙
一軒　　 ．． 税 3．240 93 ，942
地 方 交 付 税 175 ，278

分担金及負担金 6，740 32 ，090
佼肩癖及事 変軒 ‾ 12 ，424

国 庫 支 ．出 金 ・△ 28 ，766 102 ，01 1

県　 支　 出 ・金 ・ ．207 8 二854

蘭 し産　 収　 入 ．2 ，168

寄　 ＿＿．雌　 金 1
二車二二 茎　 一金 2 ，300
繰　 画‾‾首 33 ，138
避 ＝ ＝蜜 二二　 人 1，56 1 9 ，054

＿町　　　　 償 △ 7 ，80 0 21 ，300

臨時地方財政 、
交　 付　 金 243 243

歳 入 合 計 △ 24，575 492 ，803

昭和42年度　　農業共演事業特別会計補正予算集計表

歳　　入　　　　　　　　　　　　　　　歳　　出　　　　　（単位千円）

区　　 分 補正額 補正後予算額
保　　 険　　 料 4 － ‾‾‾‾ 13
‘頂「 一首‾「畜‾ 66 由も

歳 入　合 計 70】　 2・248

区　　 分 補正顆 補正後予算顎

共済掛金及
交付金

・70 303

歳 入 合 計 70 2 ，248

昭和42年度　　上水道事績特別会計補正予算集計表
歳　　入

区　　 分 補正額 補正後予算額
冠√「題　 金 236 1°‘‘…‾Ａ‾‘由云

歳 入．．合 計‘ 236 31，902

新
教
育
香
魚
と
し
て
、
勤
務
上
の
理

由
で
辞
任
さ
れ
た
越
智
政
俊
氏
の
後
任

と
し
て
深
津
深
氏
（
二
）
の
選
任
と
、

九
月
三
十
日
ま
で
で
、
任
期
の
満
了
し

て
い
た
宮
崎
都
市
雄
氏
（
中
央
区
）
の
再

任
が
多
数
賛
成
で
き
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
水
巻
町
の
教
育
委
員
の

構
成
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。委
且
長
　
江
藤
　
小
平
（
猪
熊
）

代
行
者
　
宮
崎
都
市
雄
（
中
央
区
）

委
　
員
　
三
好
福
美
子
（
頃
末
）

ク
　
船
津
　
深
（
二
）

教
育
長
　
石
橋
　
豊
蔵
（
若
松
区
）

第
二
期
南
中
鉱
害
復
旧

工
事
十
一
月
末
に
完
工

南
中
学
校
野
面
鉱
害
復
旧
工
事
の

請
負
契
約
を
契
約
金
聖
、
六
八
八
万

一
千
円
、
工
期
十
一
月
三
十
日
ま
で
の

予
定
で
、
東
洋
建
設
株
式
会
社
と
の
間

に
結
ぶ
こ
と
が
多
数
賛
成
で
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
工
事
費
が
一
千
万
円
を
こ
え
る
契
約

は
、
町
条
例
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
必

要
と
し
、
審
議
中
に
入
札
、
契
約
方
法

に
不
正
な
ど
が
な
い
か
質
議
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
消
防
賞
じ
ゅ
つ

金
の
改
正

町
消
防
団
員
、
消
防
職
員
が
職
務
に

従
事
中
、
殉
職
な
ど
し
た
場
合
の
賞

じ
ゅ
つ
金
が
」
つ
ぎ
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

殉
職
　
百
万
円
が
二
百
万
円
に

こ
れ
は
、
現
在
の
物
価
状
勢
か
ら
実

情
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
た
金
額
を
、

国
の
基
準
に
し
た
が
っ
て
改
正
し
た
の

で
す
。
本
会
議
で
は
多
数
の
賛
成
で
原

兄
と
し
て
、
殉
職
者
の
賞
じ
ゅ
つ
金
が
…

最
高
、
最
低
の
四
段
階
に
わ
け
ら
れ
て
胴

い
る
こ
と
を
不
満
と
す
る
反
対
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

、
町
道
の
認
定
な
ど

一
部
を
修
正
し
て
可
決

①
道
路
の
改
良
工
事
に
よ
る
起
点
、

終
点
、
の
変
更
⑧
立
屋
敷
地
域
の
農
地

鉱
害
復
旧
に
伴
な
う
町
道
の
農
道
へ
の

変
更
④
道
路
改
艮
工
事
の
結
果
、
道
路

法
に
よ
り
町
道
に
舘
定
し
、
維
持
管
理

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
こ
の
三
件
が

提
案
さ
れ
、
議
会
は
こ
れ
を
土
経
蚕
に

付
託
し
ま
し
た
。

土
経
蚕
で
は
、
道
路
に
つ
い
て
は
地

元
の
意
見
が
特
に
重
要
な
参
考
に
な
る

と
現
地
調
査
を
実
施
、
執
行
部
案
と
地

元
意
見
の
一
部
相
違
を
み
て
こ
れ
を
地

元
案
ど
お
り
修
正
す
る
こ
と
に
決
定
、

本
会
鶉
に
報
告
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
修
正
案
ど
お
り
に
可

決
、
執
行
部
に
こ
の
種
議
案
に
つ
い
て

は
、
地
元
意
見
至
ｌ
分
調
正
し
て
提
案

す
る
よ
う
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

1
都
市
計
画
に
つ
い

て
執
行
部
か
ら
、

都
市
計
画
区
域

は
、
大
都
市
周
辺

地
域
で
は
大
都
市

圏
の
中
に
入
れ
る

こ
と
が
好
ま
し
い

の
で
、
本
町
の
都

市
計
画
区
域
も
北

九
州
市
の
都
市
計

画
区
域
に
入
れ
た

い
と
税
明
が
あ

り
、
ｌ
こ
れ
を
了
承

し
ま
し
た
。

2
町
南
部
開
発
道
路

に
つ
い
て

3
農
業
用
防
除
器
具

ｆ・・′、′・都市計画、交通問題な
′

与・・・．・・・・、′・・小・各　委　員　会　か　らりり■・．ｔへ′り・

先
進
地
視
察
の
報
告
会
を
行
い
、
当

面
の
問
題
と
し
て
、
海
岸
線
道
路
、
南

北
縦
貫
道
、
三
号
線
遠
賀
バ
イ
パ
ス
等

の
建
設
、
一
鉱
ボ
タ
山
団
地
造
成
の
促

進
、
現
在
予
定
中
の
猪
熊
工
場
団
地
造

成
の
実
現
な
ど
、
産
業
基
盤
整
備
促
進

を
は
か
り
、
同
時
に
企
業
誘
致
の
具
体

策
を
定
め
精
勤
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。ま
た
、
調
査
中
で
あ
っ
た
常
盤
坑
水

資
療
問
題
に
つ
い
て
、
予
備
調
査
の
結

果
「
正
確
な
湧
水
量
を
把
撫
す
る
た
め

に
は
、
千
二
百
万
程
度
の
調
査
費
が
必

要
」
な
こ
と
が
分
り
、
今
後
の
調
査
を

一
時
保
留
し
た
い
と
執
行
部
か
ら
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
現
在

遠
賀
川
河
口
湖
の
問
題
、
堀
川
水
利
問

題
な
ど
が
も
ち
上
っ
て
い
る
の
で
、
こ

の
緒
論
が
出
る
ま
で
保
留
す
る
こ
と
を

了
承
し
ま
し
た
。

…
購
入
に
関
す
る
陳
情
車
に
つ
い
て

㈱
4
堀
川
、
曲
川
対
策
に
つ
い
て

Ｔ
町
道
防
塵
剤
撒
布
に
つ
い
て

㍗
水
道
問
題
に
つ
い
て

γ
農
業
用
水
利
に
つ
い
て

遠
賀
郡
四
二
町
が

都
市
合
併
で
協
議
会

議
会
開
会
前
に
会
員
協
議
会
が
開
催

さ
れ
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
協
議
決
定
し
ま

し
た
。①
「
全
国
基
地
協
議
会
」
へ
の
入
金

が
提
案
さ
れ
、
多
数
異
議
な
く
こ
れ
を

了
承
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
全
国
基
地
周
辺
市

町
村
議
会
で
組
織
さ
れ
て
お
り
基
地
が

あ
る
た
め
に
う
け
る
被
害
の
補
償
を
国

に
求
め
る
た
め
の
連
絡
協
議
会
で
す
。

⑧
郡
賎
長
会
で
決
め
ら
れ
た
「
遠
賀

郡
都
市
合
併
研
究
連
絡
協
議
会
」
（
仮

称
）
の
設
置
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
郡
内
各
町
に
合
併

研
究
委
員
会
が
で
き
つ
つ
あ
る
の
で
、

合
併
問
題
に
つ
い
て
郡
内
が
同
一
歩
調

で
研
究
し
よ
う
と
、
議
長
他
二
名
の
議

会
代
奉
還
成
さ
れ
る
協
議
会
で
す
。

、

1
西
鉄
、
市
営
バ
ス
の
協
同
乗
入
れ
に

つ
い
て
（
頃
未
小
学
校
前
）

こ
の
件
は
西
鉄
、
市
営
と
も
協
同

衆
人
に
対
し
了
解
し
た
こ
と
。
建
役

者
側
の
土
地
提
供
に
つ
い
て
も
解
決

し
た
こ
と
。
た
だ
し
県
の
予
算
が
四

十
㍍
分
し
か
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

2
立
売
住
宅
購
入
資
金
負
債
保
債
に
つ

先
進
地
の
調
査
結
果
の
検
討
会
を
も

ち
、
今
後
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
審
議

し
っ
ぎ
の
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

①
北
九
州
市
と
の
合
併
を
将
来
の
目

標
と
し
て
、
遠
賀
郡
が
事
前
に
一
体
と

な
っ
て
お
く
か
、
ま
た
は
遠
賀
郡
の
各

町
が
合
併
し
、
北
九
州
市
の
衛
生
都
市

と
し
て
発
展
を
期
す
か
、
ど
ち
ら
が
本

町
住
民
の
福
祉
向
上
に
な
る
か
調
査
研

究
す
る
。
⑧
遠
賀
郡
都
市
合
併
問
額
連
絡
協
議

会
を
通
七
て
、
郡
内
各
町
が
同
哀
調

を
と
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

⑨
遠
賀
郡
が
一
体
と
な
る
方
法
に
つ

い
て
、
郡
都
市
合
併
連
絡
協
議
会
で
郡

内
同
二
ナ
ー
マ
を
出
し
今
後
の
調
査
活

動
を
進
め
る
。

こ
の
た
め
、
今
ま
で
北
九
州
市
と
の

合
併
を
対
象
に
調
査
を
進
め
て
い
た
こ

の
特
別
要
員
会
は
、
大
き
く
方
向
を
変

え
る
こ
紆
な
り
ま
し
た
。
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